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亦色土フ赤色系褐色森林土および黄色系褐色森林土の

生成過程における 的組成の変化
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Toyoaki NISHll比: Changes of Chemical Composition of the Red Soil, 
Reddish and Yellowish Brown Forest Soils in Forming Process 

要 旨:阿南日本には，赤色土B 亦色系褐色森林土および黄色系褐色森林土が広く分布している

が，とれらの土壌の杓互の|到達の科度については，まだ不明瞭な点が少なくなし、。この報告では， :11; 

[，'司岩質結石lと出来するとれらの t 壊 5 断lliîについて， Ti02 を基準成分と仮定して化学的諸成分の相

対的な減少またはj-~ljJlJ i註を求め，さらに，塩基の流L: I 珪酸の溶Jlhlおよび三三機化物の相対的な増加

など lとついて比較検討を行った。その結果， ζれらの土壌におけるラテライト化作用の影響を明らか

!こするとともに，赤1'è風化と黄色風化の相違について見通しをつけるととができた。

供試した赤色土，赤色系褐色森林ことおよび京在「系褐色森林土の母岩成分の風化残留率は，風化土腐

の深浅!こよって屑断出における分布状態が異なるが~ J長色系褐色森林土>赤色系褐色森林土>赤色土

のJj到に減少する傾向が認められた。 j此塩基ff.JlJは，赤色土，赤色系褐色森林土およびJl色系褐色森林、

土のいずれも，きわめて強く受けていた。脱珪酸作用は，ラテライト的な生成作用の進行にともなっ

てj前大しており 2 文色系褐色点、林土lま，赤色系褐色森林土および赤色土と J:t絞すると，その校i交がか

なり弱いようであった。主主一般化物の相対的な増加は，いずれのニt壊にも認められた。

I はじめに

両市日本lとは， 赤色土 (R 型土壌)ならびにこれと類縁関係にある亦色系褐色森林土 (rB 1['/土壌)お

よび黄色系褐色森川、土 (YB 型ごと主義)が広く分布している。わが国の R 型土肢は， i日限洪積 i止の温暖矧

lと，ラテライトイヒ作用によって生成されたむ L壌であることが明らかにされている 14)-17)28) 0 rB 型および

YB 翌日二壊は，どちらも現気候下の環境誌凶子の影響のもとに生成された褐色森林士的な生成作用が主体

をなしているが， 同時に， R 型土壌と同様の古朗のラテライト化作用を受けたととが明瞭に認められる

土壌と考えられている。 YB Jf，'U ム壊におけるラテライト化作用が， RJ\']および rB 明 1.壌と年{~，その仙

の泊 l で|百j -.であるか百かは，なお今後の研究課題として残されている。

R 型 u認は， Jip状， lt; 成時J1Jj，理化学的性質など初々の矧点からかなり検討がなされているが， YB Jt'/ 

土壌ばかりでなく ， r日常LL壌も上述の見解は十分に裏付けられているとはいい難い。

筆者は?これらの土壌についてラテライト化作用を裏付ーけるために，土壌の無機成分中，化学的な風化

作用を受け難い成分である Ti02 を基呼にして，諸成分の治m~集積の過程を叩]らかにすることを試みた。

その結果，ラテライト化作用にともなう L壌の化学的組成の変化を明瞭に裏付けるととができた。

さらに， これらの卜ー壌の遊説鉄の形態，その他の諸性質を総子干した結よf!;， ;Jド色風化*と茂也風化ネの二L~壌

1976年 8 月 30 円受県 土壌 14 For. Soils -14 

(1) 関凶支場

*これらのJ+j認は s どちらも広義のラテライト化作用に合まれるが，現在まだ切線な概念規定がなされていない。 ζ
とでは暫定的lζB 赤色土の生成作用 lと関与するのが赤色風化，政色土の住成作用K関与するのが文色風化として使

用した。
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に及ぼす影響の相違と rB 型および YB 型土壌の区分p 分類上の位置づけなどについて資料を得ること

ができた。しかし，このような問題点については，分析点数が少ないので今後さらに調査研究を続けなけ

ればいけないが， Jヨとの諸点について報告しご批判を仰ぎたい。

E 分析方法

C および N は C-N コーダ- MT 500 (相pド製作所〉による乾式燃焼法を用い，塩基置換容量は PEECH

1去へ置換位: Ca および Mg は EDTA 溺定法2引を用いて定量した。 pH (H20) はガラス電極を用いて測

定し，置j負酸度 (Y1) は常法適り行った。

干立径組成は， HZ02 で有機物を分解してから ， NaOH 溶液を分散期!として， ピペット法27)で〉と益した。

粘土は渡辺町と準じて宝生土を H202 で処理し有機物を分解したのち多 NaOH 溶液で分散させ，沈底法

によって 2μ 以ドの粕土を分躍してから飽和 NaCl 溶液で=凝沈させて調整した。

九ミ差熱分析は，よ豆学電機製収 u杉示差熱分析装置を用い，脱欽処理を行わない粘土について， 感度 250

μV，温度上昇* lQoC!min. で行った。

細土および粘土の分析は次のとおり行った。 Si02 は N乱OH と溶融し， HCl で微酸性としたのちモリブ

デン育法で比色定量20) した。 Fe20s， A120 g, Ti02, CaO および MgO は，常法lζ従って Na2C03 と浴融

し， Si02 を分離したの弘 Ti02 は硫自主餓性で H202 を作用させる上七色法18) ， Fe20S と AbOs はおrron

による jお色法2)3) ， CaO とMgO は日本ジャーレノレョアッシュ社製原子政光分光分析装置 AA-l '1('1を伏用

して定量したo

TAMM 法および MEHRA-JACKSON 法可溶の遊離欽および遊維アルミニウムは， 作I回および西日18) と同様

に行った。

E 供試土壌

供試した土壌は，花商岩質岩石に由来する R 裂土壌および rB 型土壌が各 2 断面， YB 型土壌が l 断

面，計 5 断面である。これらの採取地および際取箇所の立地条件は Table 1 ~乙示すとおりであり， 採取

した土壌は，いずれも丘陵性地形の斜面上部の平均または綬斜面に位置していた残積性土壌である c

Table 1 tζ示すように，亀問+.壌 (yB ~~土壌〉は， A 層はlOYR4!6 で褐色であるが》その下層が 10

YR5!6~7!6 の黄褐~明黄褐色を呈しており，黄色風化の影響を受けているものと;考えられる。吉井 1 お

よび吉井一2 ← L.壌 (rB )~~土壌〉は， A または A-B J:習は 10YR3!4 または 7.5YR5!6 で噌褐色または町褐

色であるが，その下層 lとは 5. OYR4!8~5/8 の赤字母~Ilfj赤褐色の色調が認められL， 亦色風化の影響を受け

ているものと考えられる。三次土壌 (R 型土壌〉は， B 居が 5.0YR5!8 の明ホ褐色奇呈し?その下桜花は

2. 5YR5/8~6/8 の明赤褐色~樺色の色調を呈する風化殻があり s また3 吉井一3 土壌 (R 型土壌〕も B

層が 5.0YR5!8 または 2. 5YR4/6'~5!8 の赤褐~明赤褐色を呈しており，どちらも，かなり ~ftlい赤色風化

の影響を受けているものと考えられる。

亀岡二I 壌を除くほかの rB 11;'Jおよび R 型土壌の表層では， ド層よりも亦味がうすれている。前述のよ

うに， わが同の R 型卜J支は占 L'，壌と考えられると ζ ろから， これらの土壌の赤色味の退色している表層

は，過去にラテライト化作用を受けたものが，その後の自然環境の変化 lとともない，現気候下における褐

色森林二i二と同様の土壌生成作用を受けて生成されたものと考えられる。
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N 結果および考察

1.粒径組成

供試 1ニ撲の*v:{子市:l1 1!X: (土 Table 2 Iと示すとおりである。

亀岡および古)1'-1土壌は， 粗砂および細砂を合わせた砂部分の合有率が細土の合有率と比較すると高

く，粘土の旦成があまり進んでいない，やや砂質な土壌である。吉井一2 および吉井一3 こし壌は B 屑にお

ける粘土合宿率が 37~56% を示しp 粘土化はかなり進んでいる。とくに吉井一3 土壌は 1m 以上の深層

まで粘土合有率が比較的自i し 粗砂の含有率がきわめて小さい， かなり粘土化の進行している土壌であ
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�) HC : Æ椛土， LC: 軽塙土， CL: 地質壌土， L 壌土， SC L :砂質I直壌土， S L :砂}質壌土，

S C : Ú少m世 L
Remarks) HC : Heavy clay. LC : Light clay, CL : Clay loam, L : Loam, SCL : Sandy clay loam, 

SL : Sandy loam, SC : Sandy c1ay. 
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T出le 3. 供試土壌の化学的性質

chemical propεrty of analysed soils (On dry basis) 

土壌九位 i pH 置と l 汀 N 一二7EJZJ-;JF--E-
I (品川 aE23e| 〈引い別|山 I ~，'~，~， MgO一一子型単位
""一一 ， 1__VV'__1 上一一 (m'， e-ﾍ100 g 日i12一一」二主一一L些o

A 4.68 16. 3 2. 42 O. 11 22 14. 1 O. 53 O. 36 3 , 8 2.6 

A-B 4 噂 80 15.0 0 , 62 0.03 21 10.1 0.50 0.23 5.0 ~， 8 

Bl 4.91 13.1 0 , 17 0.01 17 6.91 I 0.34 0.40 4.9 5.8 

B 2 4.82 16. 6 0.08 0.005 1 16 6. 94 I 0.34 O. 46 4 , 9 6.6 

h4 , 7ヲ 17.90.08 0.002 I 40 6 , 94 0.38 0.30 5.5 4.3 

4 , 50 11.9 1, 97 0 , 06 33 6 , 63 0 , 41 0 , 06 t パ 0.9
4.99 14 , 4 0.41 0.02 2' 5.35 0.35 0.07 6.5 1, 3 
~ 10 16.3 0 , 23 0.01 23 7, 52 ~50 ~43 6 , 6 5 , 7 

一一 19-ul l ool l21  lE ∞ J60 l O55l;:川日5.35 20.6 0 , l4 0 “ 01 14 10, 1 0.66 0.4. 6 , 5 4 , 4 

4.32 21.9 し 30 0.04 33 9 , 26 I 0 , 29 C回目 3.1 0.2 

4 , 92 36.9 0 , 31 0 , 03 10 14 ，ヨ 0.43 0 ， 2 フ 2. ヲ 1 ， 5

5園川 46.3 0.24 O. ご 2 12 16.5 0 ， 4 ヲ ユ 3 ご 3 , 0 0 

5.11 39.4 0 , 20 0.02 10 13 , I 0 , 46 0 , 32 a 5 2.4 

533 50.6 O. 11 0.01 11 7. E什 0.31 0.32 4 , 0 4.1 

A 4 , 92 12.5 1.62 0.06 27 10 , 0 0.70 0 , 53 7 , 0 5 , 3 
B 5 , 18 20.0 0 , 40 0 , 02 20 11.8 0.87 0 , 61 7.4 5.2 

Cl 5 , 00 25 , 6 0.25 0.01 25 12 , 0 0 , 77 0 , 60 6.4 5.0 

C2 5 , 10 18.1 0.11 0.01 11 9 , 73 0 , 61 0 , 55 6.3 5 , 7 

l C353211330051  tr|-l  809l 045i O45:56156  
C4 5. 42 11. 3 O. 03 tr. - 7.59 0 , 49 0.45 6 , 5 .5.9 

A-B 4.62 4 2 , 43 0.13 19 11.3 1.83 0.81 16.2υ 

i B1i490| ♂ 5;1030 0 5 ; 2 l  i;301  130 。ヲ2iiO G!71  

l Bgl520lU1040  00220l140  1 11 4 L 0 3 l S 1 ! 7 4  
Bs 5.~， 0 33.8 0 , 2" 0.01 24 13.9 1.16 1.09 8.3 8 

B -C 5 , 54 30. 6 0包 20 0.01 20 15 刷 3 1, 32 1.158, 6 7 , 5 

yBB 

rBB 

RB 

RD(d) 

A
n
m
h仏
仏

名

Sample name 

同

井-1

1, -2 

ィ欠

)1二一3

Yoshii-3 

米;

I王ameoka

Yos 

Ibid , 2 

Miyoshi 

試

亀

L 

l記

'*' 
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る。三次土壌は， C 層の赤色味は強いが， この躍は風化殻であり， まだかなり砂資な土性をノムしている

が， B 層は粘土含有率が 43% 以上を示す埴質な層となっている。

とのように ， YB 型土壌と比較すると 9 Rm土壌では多少埴質lとなる傾向が認められる。

2. 化学的性質

供試士壌の化学的性質は Table 3 ~と示すとおりである。

いずれの土壌も腐績の合有京は非常に少なし その下層への浸透がきわめて惑い。置換性 C乱および

Mg は，古井 3 土壌では多少認められるが，そのほかの土壌はきわめて少なく，供試した YB "íu., rB 型

および R 裂土壌は，いずれも塩基の流亡が非常に進んでいるものと考えられる。

3. 粘土の化学的組成と DTA 曲線

粘土(く 2μ〉の化学的組成は Table 4 に示すとおりである。

Table 4. 粘一二七 C< 2ゅの化学的結成

Chemical comp口sition of analysed clay (< 2μ) C% on dry basis) 

試料名 層位

Sample nam色
Hori.・

zon 

亀伺

A i 40.6 

A-B I 44.2 

yBB B1!  42.9 

B21417 

B3 42 巳 l

Kam巴oka

仁i

40. 7 

42.0 

44.3 

11 6 

41. 8 

井
rBB 

Yoshii-1 

Si02 F芭203 I A120s Ti02 

分子上b
Molecular ratio 

Si02 I Si02 I Si02 
I田;- I F扇 τ

1. 61 

1 蜘 75

1. 69 

1. 62 

1. 68 

10.7 

9.80 

9.24 

8. 34 

8. 23 

33 園 3

34.8 

37.1 

38.0 

38.4 

1. 32 

1. 20 

0.91 

0.75 

0.72 

同上-2

Ibid.-2 
rBA 

す又

乱1iyoshi

L' 
口 弁 3

Yoshii-3 

51. 7 8.10 

47.3 ヲ。 74

47.3 I 10.2 

17.3 I ヲー 61

47. 1 I ヲ .01

7.49 

7.18 

8.42 

8.01 

9.01 

7.66 

35.6 0.99 

位。 0.85

37.3 0.73 

36.9 I 0.66 

36.0 I 0.66 

31. 9 

36. 4 

36. 5 

38.2 

36.8 

39. 1 

0.74 

O. 73 

0.63 

0.55 

0.53 

0.43 

2.08 

2.05 

2.03 

1. 86 

1. 85 

2.05 

1. 98 

2.08 

1. 97 

2.06 

1. 94 

10.1 

11. 4 

12.8 

13.3 

13.5 

1. 72 

1 固 74

1. 75 

63 

L 62 

17.0 

12.9 

12.3 

13. 1 

13.9 

13.6 

15.7 

14.1 

14 , 6 

13.1 

15.5 

2 , 15 

1 刷 86

1. 83 

1. 87 

L 91 

1. 78 

1. 76 

1. 8 � 

1. 74 

1. 78 

1. 72 

30.5 

31. 1 

29 , 7 

30.0 

30.2 

1. 20 

1. 06 

0.94 

0.88 

0.86 

2.45 

2.20 

2.15 

2.19 

2. 16 

8.2 

6.4 

5.8 

5.4 

5.5 

1.89 

1. 64 

1. 57 

1. 56 

1. 55 
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Figo 1 粘土部分(ぐ 2μ〕の /J"':'差熱分析曲線

Differ巴ntial thermal analysis curves 

of clay fracti(氾(く 2 1') of analysed 

soilso 

Si02 および A1203 の合宵ギは，供試した各と壌の聞にとくに j1f兵は必められず， 政ばん比は3 古ナ1'-2

および古)t:-3 ニトよ衰の A-B )'，"j が 2. 45'~2調 46 と幾分大きい債を示しているが2 そのほかはいずれも L 82'~ 

2.20 の組凶の伯を示している。 Fe20311有主判む 吉井 -3 j:壌を i絵くと[，1]程度の ill\ーを iJ七しており，その店

欽比も大きな差異は認められなし，0 これらの土壌と比較すると， 吉井 3 土擦は Fe203 合有率がかなり i珂

く，1'HJ.よ七は小さくなっている U;0tばん比は"，\，)1-2 土壌の A-B!留がややkきく 2. 15 を語、している

ほかは1. 55"~ L 91 の即日に入ー)ている。

j与、とのように，供試した YB rB ~í~および R~土墳の粘土は，いずれもアリット化の傾向を示して

いるといえよう。

抗日土の DTA Iftl線は Fig. 1 ~乙示すように3 いずれの]ニ壊でも 1200C'..1300C および 60QÜC 付近に深い

吸熱ピ クが認められる。またg 古JI命 2 土壌は不明瞭であるが，ほかの各七壌では 3000C~.3 1OÜC Hi互に

も浅い政熱ピークが認められるととろから，むL試土壌の粘七鉱物は，主I同1<ノ、ロイサイトを J:_体とし，それ

にギブサイトを混入しているものと考えられる。

このようなひTA 曲線からは，供試した YB 型， rB )\~および R }['J I)表相 I[命の lぷ j3 iJ はきわめて不明瞭で

あり笥各土壌の聞にとくに巣質な点は認められないようである。

4. 遊離鉄の形態

わが国の主裂な自然土爆を泊Ilに lìlは jjlj する J旨以として， 仁左設のj近尚i 絞り形態!日J特徴がむ効であると考え

られており，亦色仁の場合iこは，すべての~j(~ft合物のなかで，結品質のj佐織主1(が優出し，遊 i1jlt鉄の i円相今度

が{民く F 結品化指数が大きいことによって特徴づけられている 13)19)22) 。

Table 5 !ζ示した供試土壊の遊離欽の形態的%iJえをみると，各二と峰、とも MEHRA同JACKSON í法TITi容の非品
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Yoshii-3 

質および結品質の鉄の含量 lこ対する TAMM 1去口J溶の非品質な欽の割合が小さし 遊離鉄の活性皮は低い

傾向を示している。

rB 型および R 型lと隠する各 u裳の遊離欽の jjlj fiJ，度と結晶化指数は， 吉井 2 土壌の B 層で給品化指数

がやや大きい以外は，きわめて近似した値を示している。 ζれらの rB ~\，jおよび R 型土壌と比較すると，

YB 型土壌に属する亀岡土嬢は， 遊離欽の活性度がやや高く結晶化指数がやや小さい点で相違が認められ

る。

木iLおよび大政14) tま，亦色 i二の中の合/J<.酸化鉄鉱物はずJ~鉄鋭、が優占し p 黄色土では主i 鉄鉱が後占してい

ることを明らかにしている。また，河田および西岡13)は，赤色土と黄色 Lを比較すると MEl! RA附JACKSON

法可溶の欽およびアノレミニウムは，赤色土の方が明瞭に尚く，遊離鉄の活性皮は，赤色ニ|ニの方が多少低い
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ことを指摘している。 これらの半世f!?を=与え合わせると J究色風化の影響を受けたと汚えられる飽[i{îj土壌

と，赤色)屋、イLを受けたと考えちれる仙の土壌との liAî (こ認められた遊縦欽の形態的な特徴の十日進は，黄色風

化と赤色風化の相i撃を示唆しているものと思われるが，との点については試料が少ないので，なお今後の

アこし) C 

細土および母岩の化学的組成と土壌の生成過程における変化

(1) 制七および母岩の化学的組成

供試土壌の制土および母告の化学的組成は Table 6 (乙不すとおりである。

細 1:の Si02 含有率lむ母岩の含有率と比絞すると， 最表1習の A または AB 蕗ではほ岩の値よりもや

や大きいものもあるがp そのほかの大部分ば小さい簡を示している c しかし，籾j土の Fe20a および Ah03

含有率は，大部分が母岩の含有率よりも大きい値を示している c 細土の CaO 合有率ばD:J~の合有率よ

りもきわめて小さし MgO 含有本ι て吉井 3 土壌ではほ討の合千J 率よりも全本lこ大きいが，そのほかの

土壌では，大部分がやや小さい憶を示している。

注ばん比およびn欽ばん比は， 吉井1，吉井 2 および三次土j衰の A または A~B 屑が時岩の迫ばん比

および法欽ばん比よりも大きいが，そのほかはすべて母岩の悩よりも小さい。 また，王圭欽Jt も 5 て;井 1 お

よび吉井一2 土壌の A または A~B 揺， ならびに，三次土壌の A および c. J言が母新の民欽i七よりも大き

いが，そのほかは母岩の値よりも小さくなっている。

このような分i好成績から， 黄色風化および油、包風化のどちらも Si02 の協f~óとそれにともなう FezOg

および Al20a の相対的な増加ならびに塩某の流亡奇示しているといえるが， この点をさらにりj瞭にする

ために ， Tab]記自の分析値から， NIKIFOROFF and DROSDOFF21J の方法を用しγ乙

は増加について計算を行った。

(2) 計算式および基準成分

NIKI叩ROFF and DROSDOFF の示している計算式は次のとおりである。

x=s,,- 5，る 'Ro
-U  Rh 

x 与えられた成分の減少または培加量， 50: 母岩におけるとの成分の合千J4' (%), 

8ft :与えられたj長{立におけるこの成分の合布率(%)， Ro: 母告における基準成分の

合有率(箔)， Rh 与えられた層位における}J;準成分の合有率(%)。

ふ，
I~ 

この式の1:[1 で p こる前にあった母岩を混ぜ手とした111 0)各成分の台、1']率を7J~ しているか

ら この値が母告の含有率よりも小さい時は[J岩から供給された成分の減少を芯l床しヲ反対 lと乙の値

が大きい時は， 相対的に用方11 したことを示している。そこで 2 求められた減少または増加豆ーの符号(-j:，

NJKJFOROFF and D立OSD()FF と同様に， So> 5h;_，i(0 の 11寺は(ー)， 50< 5h;，lio の 11寺は(十〉をj;Jして表すこ
l¥h .J¥h 

五
と lこした。そうして計算した結果はお凶 7 (じけとおりである。なお， E;-× 100 の{区を母ゎ成分の

風化残留率としてノトしである c

月H 、た基準!ょjょう上ば Ti02 である o Ti02 は化学的にJよ心ιな j点分であるから 1k叶'f\f点王?としてj虐行と店、わ

れる。

岩1ニ10) によると Ti02 !む生成されたね土1)1 に母おの化学的組1&1こ対応して残り 3 母岩のtl1'J:を反映し



Table 6. 細土.および母岩の化学的組成
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立、ablε7巳化学的成分の減少または i魚力Lì

Loss or gain of chem�al compon巴nt

試料

A 

亀 同! A-B 

B1 

Bz 

R3 

A 72.2 12.1 -よ U引て 574 

井| B1 73.6 18ι 。 o. /(3 つι ・ 90
w 

B2 7 己 0 -jβ ヲ o. 十一 9D 

C ュ 75.0 

じ ι 8 ], 

A B 56. 7 一一 28. 7 

56. 7 3CJ. 6 

rBA I B-C 58 , 6 36.2 

Ibid.- ;7, I Cl 64. ;7, 30. {l 

C2 68.0 23. 6 

L 39 -7.05 

一一 0.29 --3. 90 
次|

RB 
Cl 58.8 -32.3 +-0.45 -], 40 

I叫iyoshi C2 68.2 23. 十 0.05 0.90 

十 0.08 ‘ 50 

1. 02 ート O 省 30

33.3 -~8. 0 -0 目 i~3 8.17 

ji 3 I RD(d) 
Dl 39.0 -45.3 ト 0.99 --5.20 

RD(d) B2 .ll 勾 9 -4~. 0 十 1.86 -().. 60 
Yoshii-3 

44.3 -.;3.3 十 2. c�2 4e c 
46. -43.0 +2.21 -3.80 

ていることカf多いというわ

0.12 

-0.11. 

1. 56 -.0.11 

町 59 -0.09 

ーし 68 -0.11 

1. 67 。.H

ーし 67 O. ! 

ーし 65 -0.14 

-1.58 -0.17 

-], ,56 -0.10 

1 "司 土 O

--L 55 +0.09 

1. !f9 ート 0 ， 11

生成された枯 LJfl l;こ Ti02 が残留していることについて， 一日9) ':.立， 火 i反ぷヰ!の Ti02 の大限分は

Ilmenite (FeTi03) として存在;しているためと，路石や角閃:Cïlζ~有吉れている Ti02 も 9 風化によって

溶出したときには.その場で不溶注の/久手口酸化物になるためであろうと説明している " JACKSON ら 12) によ

ると， Ilmenite の仇土校径j:)lA;?jでの風化順位は Zircun などとならんで最も風化し，，(仏、段陀の一つであ

るというり

AlP3 もまたポリノブの風化f~! ，冷 251 によると相対的に動性がさわめて小さいとされており 3 これそ忍

添えx;分と仮定した 1;十 3字削 8)241281 もあるが，土液中における Si02 ， Fe203 および A1D3 なと町の相対的な合合

ギの変化過自について検討する場合 lとは， Ti02 ;{i与基准成分にみなすと都合が良い。

(3) ßJ岩成分の風化残留率と化学的成分の減少または増加
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Table 7 tと示すように c 層をi泳く， A また

I1マ
i¥¥¥ 

L¥¥i 

4C 

~ 6C 

L二

+-

ii: 8C 
Eコ

Fig. 2 舟:岩の風化残留率の j語断面分布

Distribution of weathering residual ratio 
of parent rocks in the soil pro五l巴s.

は B 震における母岩成分の風化残留E容は ， YB ~';I 

の亀田土壌が 72~93タム rB 型の吉井一l 土壌が

72~~7596，同じく吉井 2 土壌が 57~悶%， R 型

の三次土壌が 53~"545弘同じく古井 3 土壌が 33

~46% を示しており， YB:1tJ. > rB JW > R. 型土
上衰の)1聞こ減少の傾向が認められる。

また，母岩成分の風化残需主与の馬断 rfri における

分布状態は， Fig. 2 に示すとおりである。

当然のことながら p いずれの土壌も風化lととも

なって母岩ーから欠われた化学的諸成分の総量は表

民ほど多く p 土壌のよi二成作用は表層ほど進んで、い

ることをぶしている。

各成分の減少または増加をみると Si02 およ

び CaO は， いずれの土壌も全層位で減少してい

る。 MgO も占jドー3 土壌の Bs および B-C 層で増加しているが， ほかの土援は全J醤位で減少している o

A120s は 3 いずれの土壌も桐対的 lこ表騒が減少し下層が増加しているところから，表層から下層 lこ移動集

積しているものと考えられる。 Fe20S の増減には，はっきりした傾向が認められない。

つぎに，名成分の母岩の成分会有量に対する減少または増加した割台を知るために， Table 7 の減少ま

たは;憎加是を，それぞれの母岩の成分合有最そ 100 とした場合の他に換算し，その他を各成分の減少また

は増加率として，それと母右成分の風化残留率との直線相関関係を示したのが Fig. 3 である。

各土壌の Si02 の減少または増加率は， 母岩成分の風化残留率との間にきわめて宿主主な止.の直線栴関関

係が認められる。 A120s および MgO の減少または増加率も Si02 と比較するとかなりばらつきはある

が，母岩成分の風化残暫率との問に ， A120g は ，:Eの， MgO は負のきわめて有志な直線相関関係が認めら

れる。また， MgO は CaO と比較すると，母岩から減少している割合がやや小さい結果を示している。

原因が報告している花筒岩へ花岡閃緑岩6)およびÆ_;英粗面岩引の風化 lこともなう MgO の移動をみても

CaO より小さい傾向を示している。岩佐日lf;l:，黄櫨色を呈する花崩閃緑岩 lと I:l J来する土壌の納土の CaO，

MgO の合有率はほぼ同一であるが， 約土では MgO の含有:ドが CaO よりも高い偵を示すことを指摘し

ている。

このようなことから， MgO は CaO と比較すると 2 土壌中における rlJ動性がやや小さいものと考えら

れる。

Fe203 および CaO の減少または指加率と i手足iÞx 5-fの風化残留率との間 lとはョ 相関性がほとんど認めら

れない。また， CaO はほとんどが 80% 以 Lの減少を示しており ， YB 型， rB .!'0.および及型土壌の問 lと?

とくに差異は認められない。 このととは， CaO 1主化学的風化の初期応急速に欠なわれるととを示してい

るものと考えられる。
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稿を終えるに際しp 取りまとめに当たって恕切など指導をいただいた本場土壌肥料科長河岡 弘博士，

さらに3 試料採取にl祭し多大のど配慮をいただいた広島県林業試験場企画調整部長戸田春光氏ならびに間

山県休業試験場河室公康技師〈現木場土じよう部〉に刻し心から謝怠を表します。また，乙の研究を遂行

するに当たって種々ご指導いただいたがi関西支場土壌研究室長(故〉小島俊郎氏lこ感謝の;まを表するとと

もに，心からど冥福をお祈り致します。
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Changes of Chemical Cm担position of the Red Soil , 

Reddish and Yellowish Brown Forest Soils in Formi:ng Process 

ToyoaJd N'SH1DA (1) 

Summary 

1n ord己r to verify the laterization of yellowish brown forest soil , reddish brown forest 

soil, and red soil which 乱re widely distributed in th巴 Southwest Japan, the 1088 or gain of the 

ch巴mical constituents in these soils was discuss日d by means of Ti02 呂s a const日nt matter嗣

1、he results are as :follows. 

1) 1n yel10wish brown forest soil , reddish brown forest soil , and red soi!, leaching Ollt of 

base, elllvi乱tion of Si02, and enrichment of sesquioxid忠 were cle乱rly r巴cogniz記d although there 

was difference among them to 旦 ceτtain 悶tenL

2) The weathering residlla! ratﾏo of parent rock obtained by m巴乳ns of Ti02 as a constant 

matter wer己 dccr巳as日d in the following order; yellowish brown for日st soil>reddish brown 

forest soil>同d soiL 

3) Th色 elllvi乱tion of Si02 increased in accord乱nce wﾎth the adv旦ncement of !ateritic 

weathering. The elllviation oI Si02 ()f yellowish bτown fore唱t soil decreasεd in comparison 

with th乱t of rcddish brown forest soil and red soi1. 

4) As for A120 3, movement and accumulation of it from upper horizon to lower one was 

clealy r巴cogniz日d in yellowish brown forest soil , reddish brown forest soil，乱nd red soi!. As 

for Fe20S, the movement of it in soil was strictly irregular. 

5) Leaching out of CaO and MgO had been w巴11 adγancecl in all soils, and ther邑 was no 

remarkable difference as with th巴 leaching Ollt 乱mong ycllowish brown Iorest soil , redclish 

brown for巴st soil , and red soil 。
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